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構内の桜も見頃を迎えます

目に映るありとあらゆるものが、桜色に染まったよう…。あたりは、四季の中でもっとも日本を象徴する

景色となりました。最近は、海外からもこの桜の時期に合わせてツアーが組まれるとか。美しいと感じる

ものは万国共通なんだなと思いました。同時に、生まれた時から一年に一度やってくる短い桜の花の命に、

それぞれの想いがある私たちは、美しいと感じるだけじゃないんだよなぁ…としみじみ思ったりもします。

何年か前に、国際的な観点からという理由で、大学の入学を

りました。最近、この話はとんと聞かなくなりましたが、やはり日本人の心の奥底にし

っかりと根付いてしまった桜の存在が大きいのではないかと感じています。

この 4 月から、当センターの活動も

ることに喜びと緊張感が同時にやってきます。時代の流れや社会、相談ニーズをとら

えて、今後も活動していきたいと思っています。どうぞよろしくお願いいたします。

厚生労働省が「声」を募集しています
 

次のサイトで

保護者の声を乱暴だけど的確に表現したメールが発端となり、今までにないほど「保育」への関心が高ま

っています。保護者の方はもちろん、施設保育に従事する方、支援者、子どもを育てていない、または育

て終わった方々からも、様々な声が届くといいなと思います。立場や環境は違っても、子どもの存在が重

要であることには変わりはありません。子どもの視点、子どもの最善の利益が埋もれないよう、多くの意

見、議論がなされることを期待しています

 

入園、入学おめでとうございます
 

この時期、新しい社会にお子さんを送り出す保護者の皆さんは、お子さん以上に緊張しているかもしれま

せん。特に初めての子の入園入学となれば、親も同時に「

出ていると、敏感にキャッチするお子さんもいます。「うまく馴染めるだろうか」と心配から、降園、下

校後のお子さんに「今日どうだった？何があった？誰と遊んだ？」などと声をかけたくなるかもしれませ

ん。けれども、お子さんにとっても初めての生活環境ですから、その負担は大きいものです。帰宅後の様

子を観察し、話してくるようならよく聴いてあ

うなどが見られたら、園の先生に相談するのがいいと思います。慣れてきたころ

ます。そのころまでをひとつの目安にして、お子さんの様子を見ていくといいかもしれません。

 

おやこ大学
 

おやこ大学

た。2016 年度

気軽にご参加ください。お問い合わせ、参加予約のご連絡お待ちしています。

また、今年度の専門相談の各分野のスケジュールを更新

きます。受け付け順となっておりますので、日時をご確認のうえ電話にてご予約ください。
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http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000117081.html

保護者の声を乱暴だけど的確に表現したメールが発端となり、今までにないほど「保育」への関心が高ま

っています。保護者の方はもちろん、施設保育に従事する方、支援者、子どもを育てていない、または育

て終わった方々からも、様々な声が届くといいなと思います。立場や環境は違っても、子どもの存在が重

要であることには変わりはありません。子どもの視点、子どもの最善の利益が埋もれないよう、多くの意

この時期、新しい社会にお子さんを送り出す保護者の皆さんは、お子さん以上に緊張しているかもしれま

年生」です。不安が表情や雰囲気からあふれ

出ていると、敏感にキャッチするお子さんもいます。「うまく馴染めるだろうか」と心配から、降園、下

校後のお子さんに「今日どうだった？何があった？誰と遊んだ？」などと声をかけたくなるかもしれませ

ん。けれども、お子さんにとっても初めての生活環境ですから、その負担は大きいものです。帰宅後の様

げる、何も言わないけれども表情が暗い、普段と様子が違

うなどが見られたら、園の先生に相談するのがいいと思います。慣れてきたころ

ます。そのころまでをひとつの目安にして、お子さんの様子を見ていくといいかもしれません。

回、およそ 220 組の修了生親子が誕生しまし

回となります。「転居したてで草加のことがわからない」という保護者の方も、

気軽にご参加ください。お問い合わせ、参加予約のご連絡お待ちしています。 

当センターホームページにて確認で

受け付け順となっておりますので、日時をご確認のうえ電話にてご予約ください。
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♪獨協大学地域と子どもリーガルサービスセンターからのお知らせ♪

イベントのお知らせ 
年 4 月 26 ⽇（⽕）〜

専門相談のお知らせ
年 4 月 22 ⽇（⾦）
年 4 月 26 ⽇（⽕）
年 5 月 19 ⽇（木）
年 5 月 19 ⽇（木）
年 5 月 24 ⽇（⽕）

※すでに定員一杯でキャンセル待ちとなる場合があります。お問い合わせください。

〒340-0041

子どもに
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このたび徳永先生
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。 

♪獨協大学地域と子どもリーガルサービスセンターからのお知らせ♪

  
⽇（⽕）〜 おやこ大学

専門相談のお知らせ  
⽇（⾦）10 時〜13
⽇（⽕）14 時半〜
⽇（木）10 時〜13
⽇（木）13 時〜16
⽇（⽕）10 時〜13

※すでに定員一杯でキャンセル待ちとなる場合があります。お問い合わせください。

獨協大学地域

0041 埼玉県草加市松原
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♪獨協大学地域と子どもリーガルサービスセンターからのお知らせ♪

おやこ大学 1 期開催

13 時    名尾
時半〜16 時半 作田

13 時    吉原
16 時    池田
13 時    林

※すでに定員一杯でキャンセル待ちとなる場合があります。お問い合わせください。

お問い合わせ・投稿はこちらまで
獨協大学地域と子

埼玉県草加市松原１－

E-Mail: kodomolc@dokkyo.ac.jp
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♪獨協大学地域と子どもリーガルサービスセンターからのお知らせ♪

期開催   4 月 5 ⽇（⽕）より参加受付開始予定です。

名尾 典⼦先⽣（⽂教大学、臨床⼼理⼠）
作田 亮一先⽣（獨協医大越⾕病院⼦どものこころ診療センター）

吉原 重美先⽣（獨協医科大小児科准教授、アレルギー・呼吸器疾患）

池田 暁史先⽣（⽂教大学、精神科医・臨床⼼理⼠）
林 恵津⼦先⽣ 

※すでに定員一杯でキャンセル待ちとなる場合があります。お問い合わせください。
 

お問い合わせ・投稿はこちらまで
子どもリーガルサービスセンター
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